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哲
　
灘
　
薇
究
　
　
第
五
號

念
を
有
し
優
勝
な
る
宣
教
師
の
如
く
此
毒
念
の
下
に
奮
翻

す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
古
築
優
勝
な
る
敷
育
家
は
多
く
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
（
）
瑚

此
種
の
入
物
で
あ
る
と
愚
ふ
の
で
あ
る
。

リ
ッ
ケ
声
ト
の
歴
史
學
の
観
念
に
就
て

　
從
家
経
験
科
學
を
分
類
し
て
、
自
然
科
學
と
精
紳
概
論

と
に
励
け
る
の
が
普
通
で
あ
っ
控
が
、
静
逸
西
南
涙
は
此

の
分
類
法
の
無
意
昧
為
事
を
指
摘
し
て
、
之
に
代
ふ
る
に

自
然
科
學
と
宮
漏
學
と
の
分
類
法
を
以
て
し
控
。
從
來
の

分
類
法
は
主
と
し
て
學
問
の
黒
黒
の
差
別
に
思
い
力
懲
の

で
あ
っ
π
が
、
學
問
の
鍋
象
の
差
別
か
ら
し
て
野
面
其
者

其
の
目
的
、
方
法
の
差
響
に
依
る
べ
き
で
あ
る
、
と
、
是

れ
が
此
派
の
根
本
思
想
で
あ
っ
て
、
之
を
詳
論
し
カ
の
ぽ

フ
ツ
ケ
ル
ト
で
あ
る
。
氏
の
説
は
既
に
屡
々
世
に
紹
介
せ

ら
れ
禿
か
ら
、
鼓
に
之
を
反
覆
す
る
事
は
し
な
い
け
れ
ど

　
　
　
　
　
　
　
安
部
晴
．
之
助

も
、
行
論
の
順
序
と
し
て
、
必
要
な
総
だ
け
を
極
め
て
簡

箪
に
爽
に
捕
録
す
る
事
と
す
る
。

　
一
般
に
輕
験
科
學
は
吾
人
が
日
常
経
験
す
る
現
實
の
世

界
を
捕
捉
す
る
事
を
笠
ハ
の
職
能
と
す
る
。
然
る
に
、
現
實

の
世
界
は
、
其
の
外
延
に
於
て
も
亦
其
の
内
包
に
於
て
も

無
限
の
雅
多
で
あ
る
。
既
の
無
限
の
世
界
を
筆
入
の
有
限

の
精
農
が
捕
捉
す
る
が
爲
に
は
、
吾
人
の
精
紳
は
一
定
の

方
法
に
依
っ
て
現
實
を
愛
糞
し
、
共
の
難
多
性
を
克
服
し

な
け
れ
ば
な
ら
滋
。
即
ち
吾
人
は
概
念
に
依
っ
て
現
實
を

一
般
化
し
、
共
の
蕪
多
を
統
一
す
る
の
で
あ
る
。
是
れ
則

ち
自
然
科
學
的
方
法
で
あ
を
。
鞭
っ
て
肖
教
科
学
的
世
界
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は
常
に
一
般
性
に
建
て
捕
捉
せ
ら
れ
し
「
膚
然
」
で
あ
っ

て
、
此
の
「
薗
然
」
に
於
て
は
現
實
の
個
性
、
特
殊
性
は

㎝
常
に
看
過
せ
ら
れ
る
。
故
に
鼓
に
自
然
科
學
の
越
ゆ
べ
か

ら
ざ
る
限
界
が
存
す
る
。
蔀
ち
黒
煙
は
跨
然
科
學
の
研
究

の
掛
象
と
は
な
ウ
得
ざ
る
竜
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
欄
性
を

研
究
す
る
爲
に
は
、
超
然
科
學
の
外
に
、
此
と
其
の
方
法

を
異
に
す
る
別
種
の
學
問
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
綴
。

是
れ
期
ち
夢
更
學
で
あ
る
。
尤
も
歴
史
學
は
無
限
の
個
物

を
総
で
共
の
研
究
の
謁
象
と
す
翁
…
ぱ
出
欝
、
甕
《

吾
人
は
之
を
領
値
に
開
督
せ
し
め
て
撰
揮
を
施
し
、
初
め

て
翼
の
個
性
と
し
て
歴
歴
學
の
醤
象
と
す
る
と
や
　
の
で

あ．

ｨ
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ

　
此
の
説
に
曾
て
は
種
々
の
方
薦
よ
ム
種
々
の
批
難
が
現

れ
得
る
の
で
あ
る
が
、
今
、
問
題
の
範
園
を
主
と
し
て
歴
史

學
の
方
面
に
限
定
b
て
見
る
と
、
此
織
に
就
て
現
れ
得
べ

茎
叢
る
批
難
は
、
押
性
の
研
究
と
し
て
の
四
更
嘩
の

観
念
に
撃
払
す
る
竜
の
と
、
歴
更
的
概
念
構
戒
の
方
法
に

　
　
　
　
　
礫
　
　
　
鰻

就
て
反
封
ず
る
竜
の
と
の
二
つ
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
前
者

は
馬
の
分
類
法
に
根
本
的
に
反
封
ず
る
恵
の
で
あ
っ
て
、

積
極
的
に
は
歴
更
竜
亦
、
普
遍
的
法
廷
の
研
究
な
ウ
と
し

浴
糧
的
肢
は
氏
の
所
願
、
個
性
は
認
識
（
概
念
的
）
の
封
象

に
非
ず
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
個
性
研
究
と
し
て

の
羅
史
學
の
豊
里
に
は
同
意
す
る
の
で
あ
る
が
、
夫
れ
が

悪
性
を
選
撮
し
、
且
つ
其
の
襲
騰
を
考
る
腱
の
領
値
閣
係

の
方
法
に
黒
し
不
同
意
を
唱
へ
る
の
で
あ
る
。
此
の
爾
者
、

は
多
く
現
存
の
歴
更
研
究
に
滋
篠
．
し
て
ジ
ツ
ケ
ル
峯
に
加

へ
ら
れ
る
批
難
で
あ
る
が
、
此
の
黙
よ
う
し
て
氏
の
方
法

論
上
の
論
篠
を
破
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。
殊
に
前
の
…
批

難
に
勤
し
て
は
氏
は
周
到
な
る
注
意
を
以
て
混
め
之
に
答

へ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
（
Φ
嬬
Φ
ロ
国
Φ
⇔
鳥
ゆ
崇
ド
鉾
尾
惑
浸
ψ
Φ
”
缶
。
一

｝
〕
塗
盆
魯
窪
ヒ
響
£
臥
穿
ぴ
陣
峯
毒
σ
Q
旧
懐
書
●
餅
趣
く
9
α
’
W
壌
老
添
．

麟
）
暫
く
か
の
解
答
を
以
♂
し
満
足
す
る
鄭
と
す
る
。
後
り

批
難
に
就
て
は
、
氏
の
説
明
は
鵬
翼
満
足
な
る
を
免
れ
な

い
と
思
ふ
け
れ
ど
竜
、
，
問
題
が
あ
衰
う
複
雑
に
な
る
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
○
載
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哲
　
學
　
研
　
究
　
　
第
五
號

鼓
に
は
此
の
織
に
薫
れ
な
い
事
と
す
る
。

．
然
る
に
鼓
に
今
一
つ
問
題
が
存
す
る
。
氏
の
説
に
毒

ぱ
、
　
一
般
的
研
究
が
自
然
科
學
で
あ
る
に
謝
し
、
癒
性
或

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
特
殊
性
の
研
究
は
即
ち
歴
史
學
で
あ
っ
て
、
個
性
化
の

見
方
と
歴
史
的
器
量
と
は
登
々
同
一
な
う
と
せ
ら
れ
て
居

る
。
氏
は
常
に
之
を
無
明
の
事
と
し
て
取
扱
っ
て
居
る
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

う
で
あ
る
が
、
實
際
は
し
か
く
自
朋
の
事
で
な
い
。
個
性

的
と
歴
更
的
と
は
益
く
別
掴
の
概
念
で
あ
る
。
さ
れ
ば
個

性
的
研
究
が
何
故
に
即
、
歴
更
的
研
究
允
ら
ざ
る
べ
か
ら

ざ
る
か
、
吾
人
は
了
解
に
苦
し
む
の
で
あ
る
。
個
性
は
勿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
ゴ

金
壷
更
學
に
於
て
も
研
究
せ
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
唯
だ
歴

史
學
に
依
っ
て
の
み
研
究
せ
ら
る
べ
し
と
い
武
子
等
の
理

由
が
な
い
。
吾
人
は
謄
史
學
以
外
の
種
々
の
見
方
に
依
っ

て
特
殊
性
を
認
識
し
得
る
。
例
へ
ば
吾
人
か
少
年
時
代
に

習
つ
力
地
理
學
の
如
き
は
明
に
特
殊
性
の
研
究
で
あ
っ

π
。
即
ち
共
は
世
界
の
縮
瞳
、
各
地
、
山
前
、
都
市
等
の

特
性
を
記
述
し
π
竜
の
で
あ
っ
π
。
之
は
世
界
各
國
の
歴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六

更
、
學
術
、
文
藝
更
、
宗
敏
、
道
徳
更
、
及
び
搾
出
の
傳

誰
の
獺
き
竜
の
と
就
ハ
の
特
殊
性
の
研
究
距
る
織
に
於
て
何

等
の
蓬
庭
が
な
い
。
叉
落
馬
語
の
學
習
（
書
評
學
や
交
法

門
で
な
い
）
の
如
き
も
、
若
し
語
學
と
鼓
す
乃
事
を
許
容

す
る
な
ら
ば
、
特
殊
的
研
究
に
厩
す
べ
き
竜
の
で
あ
ら

う
。
さ
れ
ば
歴
更
學
以
外
に
も
特
殊
的
研
究
と
昌
す
べ
き

も
の
は
数
多
あ
る
。
歴
史
學
の
み
が
唯
一
の
特
殊
的
研
究

で
は
決
し
て
な
い
。
尤
も
一
般
人
類
に
取
っ
て
個
物
と
し

て
重
大
な
る
償
藩
儒
係
を
有
す
る
も
の
は
少
い
か
ら
、
特

殊
を
研
究
す
る
學
問
は
寧
ろ
少
い
か
も
知
れ
な
い
。
叉
幾

干
存
在
す
る
と
し
て
も
共
の
研
究
の
方
法
が
未
だ
確
定
せ

ず
、
從
っ
て
學
問
と
し
て
の
心
学
に
於
て
敏
く
る
庭
あ
る

か
も
知
れ
な
い
が
穐
兎
に
角
、
右
の
如
き
特
殊
性
の
研
究

を
量
的
と
す
る
學
問
が
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
三
更
學
の

み
が
猫
多
特
殊
的
研
究
の
學
た
る
地
位
を
猫
嘉
す
る
こ
と

は
出
來
綴
。
尤
も
諸
他
の
特
殊
的
研
究
に
比
較
す
れ
ば
、

歴
史
學
は
疑
竜
な
く
最
竜
重
要
な
る
も
の
で
あ
ら
う
。
之
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と
野
照
す
れ
健
諸
他
の
特
殊
酌
研
究
は
甚
だ
即
値
の
乏
し

い
竜
の
で
あ
る
か
竜
知
れ
な
い
。
然
し
歴
史
的
見
方
が
諸

他
の
特
殊
的
見
方
を
統
括
す
る
が
如
き
（
恰
も
物
理
學
が

諸
他
の
特
殊
科
學
を
統
括
す
る
が
如
き
）
關
係
に
立
力
ざ

る
以
上
は
、
雁
史
的
見
方
は
諸
他
の
特
殊
的
見
方
と
封
當

の
位
地
に
立
つ
の
で
あ
っ
て
、
此
等
は
皆
、
互
に
濁
立
七

飯
特
殊
化
の
見
方
で
あ
る
。
リ
ッ
ケ
ル
ト
が
蕗
等
の
見
方

を
融
く
無
親
し
て
、
特
殊
性
の
研
究
邸
ち
歴
史
的
研
究
な

う
と
す
る
の
は
、
あ
ま
う
性
急
な
不
當
の
推
論
で
は
な
い

か
。　

歴
史
的
研
究
が
非
常
に
奪
費
せ
ら
れ
る
今
日
、
斯
の
如

き
批
難
を
輿
る
事
は
、
あ
ま
ウ
に
學
問
の
形
式
に
絢
点
し

差
議
論
で
あ
っ
て
、
歴
史
の
外
に
有
力
な
る
特
殊
的
研
究

の
存
在
し
な
い
だ
け
、
此
の
歓
鐵
は
博
し
力
實
質
上
の
飲

織
と
は
な
ら
な
い
や
う
に
見
ゆ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
雷
獣

の
問
題
が
學
問
の
形
式
的
方
法
に
蘭
す
る
も
の
な
る
以
上

鞄
迄
形
式
を
奪
覚
す
る
の
は
凄
然
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず

　
　
　
　
　
礫
・
　
　
轍

タ
ッ
ケ
ル
塾
は
此
の
…
織
を
看
過
し
疫
が
爲
に
、
其
の
思
想

展
開
の
上
に
雰
常
な
不
便
を
被
っ
て
居
る
。
例
ば
氏
の
所

謂
自
然
科
學
に
於
け
る
相
野
的
歴
史
的
部
分
の
解
繹
の
如

き
之
で
あ
る
。
吾
人
が
類
概
念
を
以
て
呼
ぶ
腱
の
竜
の
は

其
の
類
に
共
通
な
る
性
質
を
表
す
織
に
於
て
明
に
自
然
科

學
の
研
究
の
聾
象
で
あ
る
。
然
し
類
概
念
は
他
の
類
概
念

と
瓢
箪
せ
ら
れ
る
繍
に
於
て
叉
其
の
脳
性
を
有
す
る
。
さ

れ
ば
特
殊
の
漸
繋
累
學
は
類
概
念
を
以
て
表
は
さ
れ
尤
る

特
殊
の
巌
壁
の
研
究
π
る
以
上
、
普
通
性
の
研
究
π
る
と

典
に
又
特
殊
性
の
研
究
で
あ
る
。
此
の
織
よ
う
見
れ
ば
、

所
謂
自
然
科
學
の
殆
ん
ど
杢
膿
は
叉
特
殊
的
研
究
な
ム
と

見
倣
し
得
る
。
尤
も
自
然
溜
塗
申
に
は
純
纏
物
理
學
の
如

き
普
遍
性
の
大
な
る
も
の
よ
う
、
慰
謝
物
理
學
、
化
學
、

生
物
學
、
生
理
學
等
の
如
き
特
殊
性
の
大
な
る
も
の
に
至

る
迄
、
種
々
特
殊
性
の
程
度
の
差
違
は
あ
る
け
れ
ど
竜
純

灘
に
普
遍
的
な
る
（
但
し
後
段
滲
照
）
純
騨
物
理
學
を
除
き

て
は
、
他
は
皆
多
少
の
程
度
に
於
て
特
殊
性
を
有
し
、
從

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ
〇
七
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哲
學
研
　
兜
　
　
第
五
號

っ
て
相
馬
的
の
特
殊
的
研
究
な
ら
と
見
倣
し
得
る
。
然
る

に
ジ
ッ
ケ
ル
ト
は
特
殊
的
研
究
と
歴
更
的
研
究
と
を
等
饗

し
尤
結
果
、
此
等
の
特
殊
科
學
に
於
て
は
、
喉
共
の
特
殊

性
の
歴
更
的
愚
論
の
み
を
以
て
相
封
的
特
殊
的
研
究
な
う

と
す
る
が
如
き
窮
屈
な
る
読
響
を
煮
る
の
止
む
を
得
ぎ
る

に
至
っ
控
。
而
し
て
例
へ
ば
拾
う
、
音
響
、
電
磁
現
象
の

如
き
物
理
的
現
象
に
も
、
其
の
成
立
、
趣
化
、
幾
展
を
研

究
す
る
歴
史
的
部
分
が
存
在
し
鴛
る
（
論
理
触
に
）
事
を
主

張
し
て
居
る
。
此
の
主
張
の
當
否
は
暫
く
措
く
竜
、
希
少

や
音
響
の
混
雑
的
研
究
と
い
ふ
が
如
嚢
は
飴
灘
奇
怪
に
威

ぜ
ら
れ
る
。
撫
之
、
斯
の
碧
き
研
究
の
み
を
以
て
光
う
や

書
聖
の
特
．
物
的
研
究
と
解
す
る
事
は
、
甚
だ
窮
屈
な
湾
で

あ
る
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。

　
然
し
更
に
一
暦
大
な
る
難
鐵
は
、
彼
が
特
殊
的
研
究
と

歴
史
學
と
を
等
遣
し
疫
結
果
、
一
般
的
見
方
と
特
殊
的
見

方
、
「
自
然
界
し
と
「
窺
實
界
し
、
自
然
科
學
的
世
界
観
と
歴

史
的
世
界
観
ど
の
統
一
を
古
る
事
が
不
可
能
と
な
っ
た
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八

で
あ
る
ゆ
云
ふ
迄
も
な
く
、
自
然
科
學
的
見
方
と
歴
史
的

見
方
と
は
、
吾
人
が
現
認
を
神
聖
す
る
方
法
と
し
て
互
に

相
補
足
す
る
竜
の
で
あ
る
。
然
し
相
互
補
助
と
い
ふ
事
だ

け
で
は
未
だ
爾
者
の
統
一
は
附
か
な
い
。
爾
種
の
見
方
は

依
然
二
個
の
互
に
魏
立
な
、
寧
ろ
敵
封
的
な
認
識
の
方
法

で
あ
る
。
（
。
や
◎
蜜
財
ε
響
く
目
同
）
或
は
惣
漆
科
學
酌
方

法
も
歴
史
的
方
法
竜
、
其
の
典
逼
の
根
本
的
論
定
と
し
て

絶
罫
酌
普
遍
的
儂
値
観
念
に
指
導
せ
ら
る
㌧
と
し
て
竜

（
回
覧
麟
℃
戯
●
く
）
未
だ
普
遍
化
の
方
法
と
個
性
化
の
方
法
と

の
有
機
酌
統
一
’
と
は
な
ら
搬
。
氏
は
自
然
科
學
的
方
法
と

歴
礎
的
方
法
と
の
分
化
に
於
て
は
比
較
的
成
．
蓋
し
π
け
れ

ど
も
、
其
の
合
化
Q
簿
お
暮
す
｝
）
　
に
は
轟
然
失
敗
し
て

居
る
。
併
し
今
、
若
し
佃
性
的
研
究
邸
歴
史
的
研
究
な
ウ

と
す
る
偏
荻
な
態
度
を
捨
て
㌦
、
日
般
の
個
性
的
研
究
を

以
て
、
自
然
科
學
の
普
遍
的
研
究
に
封
冷
せ
し
む
る
な
ら

ば
、
此
の
問
題
は
必
ず
し
竜
不
可
解
な
問
題
で
は
な
か
ら

う
と
思
は
れ
る
。
言
ふ
迄
竜
な
く
、
普
遍
と
特
殊
と
は
相
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封
的
の
概
念
で
あ
る
。
軍
に
論
理
的
概
念
と
し
て
其
の
一

方
を
保
有
し
て
他
を
捻
離
す
る
事
が
不
可
能
な
る
の
み
な

ら
ず
、
吾
人
の
具
膿
的
認
識
に
於
て
も
亦
共
の
唱
方
を
捨

て
る
事
は
出
來
臓
。
例
へ
ば
肉
面
諭
學
の
普
通
的
認
識
は

決
し
て
特
殊
の
翠
黛
を
離
れ
る
事
は
、
出
來
な
い
の
で
、
若

・
し
萬
唱
特
殊
を
発
く
捨
て
去
る
な
ら
ば
、
其
は
現
實
を
補

捉
す
る
自
然
科
學
と
は
な
ら
綴
。
既
に
現
實
を
離
れ
ず
と

す
れ
ば
其
の
普
遍
は
常
に
特
殊
の
規
定
と
没
交
渉
で
あ
る

事
は
出
來
臓
。
科
學
は
特
殊
を
離
れ
る
の
で
は
な
く
て
、

特
殊
の
申
に
普
遍
を
求
め
、
特
殊
を
其
の
普
遍
の
特
殊
態

と
し
て
見
る
に
過
ぎ
毅
。
現
に
リ
ッ
ケ
ル
ト
自
身
が
（
O
℃
・

O
罫
o
D
O
鞠
）
説
く
が
如
く
…
尊
卑
の
…
世
界
を
一
般
的
な
る
根
本

的
物
禮
の
一
定
の
数
倉
皇
規
定
と
し
て
見
る
事
が
自
然
科

學
の
理
想
で
あ
る
。
共
の
一
般
者
は
常
に
特
殊
の
規
定
を

離
れ
な
い
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
之
に
反
し
て
軍
吏

的
認
識
の
理
想
を
見
れ
ば
其
は
決
し
て
一
般
性
と
没
交
渉

で
は
な
く
て
～
其
の
特
殊
性
ば
叉
一
般
的
概
念
の
特
殊
め

　
　
　
　
　
雑
　
　
　
鎌

結
合
或
は
規
定
擦
る
に
過
ぎ
楓
。
以
上
は
普
遍
化
霊
個
性

化
の
爾
極
端
に
就
て
特
殊
と
普
遍
と
の
結
合
を
示
す
も

の
で
あ
る
が
、
此
等
爾
…
極
端
の
中
間
に
位
す
る
所
謂
相
醤

的
歴
史
的
（
或
は
自
然
的
）
な
る
竜
の
に
於
て
、
普
遍
と
特

殊
の
相
結
合
せ
る
事
は
勿
論
の
事
で
あ
る
。
か
く
吾
人
の

認
識
が
常
に
特
殊
性
の
認
識
と
普
遍
性
の
認
識
と
を
結
合

せ
う
と
す
る
と
、
自
然
葬
學
的
見
方
と
特
殊
化
の
見
方

（
歴
史
は
其
の
一
部
を
な
す
腱
の
）
と
は
二
個
の
認
識
の
方

法
で
は
な
く
て
元
込
一
個
の
具
膣
的
認
識
作
用
で
あ
る
と

考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
粛
。
葡
し
て
此
の
一
個
の
認
識
作
用

を
吾
人
が
抽
象
し
て
二
欄
の
見
方
と
考
ふ
る
に
過
ぎ
澱
。

故
に
騰
れ
の
詰
問
で
竜
其
の
成
果
に
就
て
考
ふ
れ
ば
、
普

遍
的
認
識
と
も
見
ら
れ
る
し
叉
個
性
的
認
識
と
竜
見
ら
れ

る
。
併
し
墨
入
の
學
問
研
究
の
態
度
よ
う
見
れ
ば
、
或
は
，

個
性
の
認
識
を
目
的
と
し
て
居
る
時
も
あ
ら
う
し
叉
普
遍

性
の
認
識
を
目
的
と
し
て
居
る
時
無
あ
る
の
は
艶
言
で
あ

る
か
ち
、
ヲ
ツ
ケ
ル
ト
が
學
問
の
目
的
及
び
方
法
の
上
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
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哲
箪
研
究
　
　
第
五
號

う
普
遍
的
の
見
方
と
特
殊
的
の
見
方
と
を
匿
撫
し
カ
り
は

正
當
で
あ
る
が
㍉
實
際
に
螢
繋
れ
た
認
識
は
普
遍
的
認
識

で
も
あ
ウ
、
叉
特
殊
的
認
識
で
竜
あ
る
。
斯
の
如
く
見
來

れ
ば
、
麹
然
科
貫
属
見
方
と
特
殊
的
見
方
と
の
統
一
が
つ

き
、
同
時
に
ジ
ッ
ケ
川
》
の
主
張
す
る
此
の
愚
者
の
厩
別

を
認
容
し
得
る
の
み
な
ら
ず
、
氏
の
所
謂
雨
種
の
方
法
の

相
互
補
足
の
意
味
が
一
暦
明
確
と
な
る
で
あ
ら
う
と
思

ぷ
。
同
時
に
叉
上
に
掲
げ
カ
．
批
難
の
一
つ
で
あ
っ
た
、
歴

更
は
普
遍
的
法
則
の
認
識
な
う
と
す
る
説
と
込
握
手
す
る

事
が
繊
來
る
。
何
と
な
れ
ば
歴
史
學
の
成
果
が
普
遍
的
認

識
を
包
含
す
と
い
ふ
事
は
、
酷
吏
學
の
員
的
が
特
殊
の
認

．
識
に
存
す
と
い
ぷ
事
と
、
少
し
竜
矛
盾
す
る
虜
は
な
い
か

ら
で
あ
る
。
叉
今
輔
つ
の
批
難
で
あ
っ
力
吾
入
の
認
識
は

普
遍
的
概
念
に
依
る
が
爲
に
特
殊
性
を
認
識
し
難
し
と
い

ふ
主
張
に
野
し
て
竜
容
易
く
答
る
事
が
幽
來
る
。
即
ち
概

念
的
認
識
は
個
性
の
認
識
と
は
決
し
て
相
容
れ
ぎ
る
竜
の

で
は
な
く
て
、
普
遍
的
要
素
の
特
殊
の
規
定
或
は
結
合
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇

即
ち
特
殊
の
斎
忌
で
あ
る
と
。
か
く
て
個
性
の
認
識
の
可

能
は
遣
憾
な
く
立
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

　
之
を
要
す
る
に
リ
ツ
諸
書
ト
が
個
性
的
研
究
即
ち
歴
史

的
研
究
な
う
と
す
る
⇒
○
巳
窒
鑑
9
塊
を
止
め
て
、
歴
更
學
・

以
外
の
個
性
的
研
．
究
の
爲
に
其
の
成
立
の
除
地
を
残
し
、

歴
史
學
に
は
晦
た
其
中
の
一
八
の
意
力
る
の
位
地
を
凱
ハ
へ

て
満
足
す
る
な
ら
ば
、
一
般
性
の
研
究
と
特
殊
性
の
研
究

と
の
統
一
が
可
能
と
な
ウ
、
同
時
に
上
掲
の
＝
一
の
批
難

を
竜
併
せ
免
れ
る
事
が
出
費
る
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
ジ
ツ
ヶ
ル
き
の
説
に
過
て
は
上
掲
の
書
第
一
版
を
墾
照

し
尤
に
止
る
。
新
版
や
国
書
鳶
蚕
＃
罫
ぎ
望
を
歩
猟

す
る
の
暇
が
な
か
つ
力
事
を
断
っ
て
る
く
。
若
し
此
等
の

著
に
異
つ
遼
見
解
が
あ
る
と
す
れ
ば
妄
言
の
罪
は
甘
ん
じ

て
受
け
る
。


